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【

 

こ
が
ね
い
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５ 

】

 
 

二
〇
一
四
年
一
一
月
九
日
の
「ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
」や
、
二

〇
一
五
年
三
月
七
日
の
「小
金
井
平
和
の
日
・

 

市
民
イ
ベ
ン
ト
」を
実
施
し
た
市
民
た
ち
が
、
安
全
保
障

法
案
に
反
対
す
る
た
め
に
始
め
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。 

駅
頭
宣
伝
活
動
や
反
対
の
国
会
請
願
署
名
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
安
倍
政
権
か
ら
の

「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
」
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
い
の
ち
と
平
和
を
守
る
た
め
に
連
続
し

た
多
彩
な
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

憲
法
９
条
の
改
定
に
つ
い
て 

市民イベントに参加しよう！ 

平
成
26
年
12
月
に
小
金
井
市
は
、
条
例
で
東
京
大
空
襲
の
あ
っ
た
３
月
10
日
を
「
小

金
井
平
和
の
日
」
と
定
め
、
平
和
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
記
念
行
事
を
実
施
す
る
と

規
定
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
小
金
井
平
和
の
日
・
市
民
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
も
条
例
主
旨
に
賛
同
し
て
、

３
月
10
日
を
中
心
に
毎
年
「
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぎ
平
和
へ
の
思
い
を
深
め
る
集
い
」

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

今
年
の
連
携
市
民
自
主
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
３
月
４
日
（
月
）
～
６
日
（
水
） 

 

「
い
の
ち
と
平
和
の
絵
本
展
」 

 

会
場
：
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
１
階
ロ
ビ
ー 

 ●
３
月
８
日
（
金
）
14
時
～
19
時 

 
 
 

９
日
（
土
）
10
時
～
16
時 

 

「『
原
爆
と
人
間
展
』 

＆ 

高
校
生
の
絵
展
」 

 

会
場
：
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
１
階
ス
ペ
ー
ス

Ｄ 
 

３
月
１
日
は
ア
メ
リ
カ
が
太
平
洋
ビ
キ

ニ
環
礁
で
実
施
し
た
水
爆
実
験
に
よ
っ
て
、

日
本
漁
船
第
５
福
竜
丸
を
は
じ
め
と
し
た

多
く
の
漁
船
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
人
々
が

「
死
の
灰
」
を
浴
び
、
被
災
し
た
日
で
す
。

こ
の
水
爆
は
広
島
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
の

１
千
倍
の
威
力
が
あ
り
、
多
く
の
漁
師
が
放

射
能
汚
染
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
原
爆
と
人
間
展

は
毎
年
開
催
し
て
い
る
３/

１
ビ
キ
ニ
デ
ー

集
会
に
呼
応
し
、
開
催
し
ま
す
。 

（
主
催
：
原
水
爆
禁
止
小
金
井
協
議
会 

 

連
絡
先
：
小
金
井
・
国
分
寺
・
国
立
民
主

商
工
会
／
小
林04

2-
38
1
-626

0

） 

 

●
３
月
９
日
（
土
）
19
時
～ 
 

 

映
画
「
教
育
と
愛
国
」
上
映 

 

会
場
：
宮
地
楽
器
小
ホ
ー
ル 

 ・
２
０
２
２
年
１
０
７
分
、
カ
ラ
ー 

・
２
０
２
２
映
画
「
教
育
と
愛
国
」
製
作
委

員
会 

 
日
本
映
画
ペ
ン
ク
ラ
ブ
文
化
映
画
２
０

２
２
年
ベ
ス
ト
１
受
賞
な
ど
話
題
の
映
画

で
す
。 

 

知
っ
て
欲
し
い
、
教
科
書
で
い
ま
、
な
に

が
起
き
て
い
る
の
か
を 

 

い
ま
、
政
治
と
教
育
の
距
離
が
ど
ん
ど

ん
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。
軍
国
主
義
へ
と

流
れ
た
戦
前
の
反
省
か
ら
、
戦
後
の
教
育

は
政
治
と
常
に
一
線
を
画
し
て
き
ま
し
た

が
、
昨
今
こ
の
流
れ
は
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。 

２
０
０
６
年
に
第
一
次
安
倍
政
権
下
で

教
育
基
本
法
が
改
変
さ
れ
、「
愛
国
心
」
条

項
が
戦
後
初
め
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

⼤
阪
・
毎
⽇
放
送(

Ｍ
Ｂ
Ｓ)

で
20
年
以
上  

3 月 10 日は、「小金井平和の日」 

詳細は次号でお知らせします。 
みなさまのご参加をお願い致します。 
 
＊いのちと平和の絵本展 
＊映画「教育と愛国」上映 
＊戦争体験を語り継ぎ平和への思いを深める集い 
の主催は、小金井平和の日・市民イベント実行委員会（内田 090-3813-7739）と 
こがねいピースアクション実行委員会です。 

に
わ
た
っ
て
教
育
現
場
を
取
材
し
て
き
た

斉
加
尚
代
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、「
教
育
と
政

治
」
の
関
係
を
見
つ
め
な
が
ら
最
新
の
教

育
事
情
を
記
録
し
た
映
画
で
す
。 

教
科
書
は
、
教
育
は
い
っ
た
い
誰
の
も

の
な
の
か…

…
 

 

●
３
月
10
日(

日)

11
時
～ 12

時
30
分 

 

「
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぎ
平
和
へ
の 

思
い
を
深
め
る
集
い
」 

 

場
所
：
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
前
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
コ
ー
ト 

 

ま
た
集
い
の
後
に
は
、
有
志
で
平
和
を

訴
え
る
パ
レ
ー
ド
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
に
講
演
会
な
ど
も
準
備
中
で
す
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小
金
井
平
和
の
日
・
市
民
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
で
は
、
市
と
平
和
事
業
の
拡
充
に
つ

い
て
、
12
月
22
日
に
第
２
回
の
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。 

第
１
回
の
話
し
合
い
で
当
会
か
ら
「
市
民

参
加
に
よ
る
（
仮
）
平
和
推
進
事
業
検
討
実
行

委
員
会
」
の
来
年
度
設
置
を
求
め
ま
し
た
が
、

市
（
広
報
秘
書
課
長
）
は
予
算
要
求
は
難
し
い

と
の
回
答
で
し
た
。
強
く
再
考
を
求
め
て
第

２
回
目
に
臨
み
ま
し
た
が
進
展
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
次
回
は
１
月
24
日
で
す
。 

 

「 

デ
ジ
タ
ル
平
和
資
料
館 

」
の 

立
ち
上
げ
を
提
案 

 

当
会
か
ら
は
、
新
た
に
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
課
が
募
集
し
て
い
る
令
和
６
年
度

「
協
働
事
業
提
案
制
度
」
に
平
和
事
業
で
応

募
す
る
こ
と
を
伝
え
、
広
報
秘
書
課
の
協
力

を
求
め
ま
し
た
。 

こ
の
制
度
は
、
公
共
的
課
題
（
環
境
、
教
育
、

福
祉
、
地
域
振
興
な
ど
）
を
市
と
市
民
（
団
体
）

が
協
働
し
て
効
果
的
に
解
決
し
て
い
く
た
め

に
、
企
画
提
案
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

当
会
の
提
案
は
「
『
小
金
井
平
和
の
日
制

定
』
10
周
年
記
念
事
業
・
こ
が
ね
い
デ
ジ
タ

ル
平
和
資
料
館
の
設
立
」
で
す
。 

戦
争
の
記
憶
の
風
化
を
防
ぎ
平
和
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
が

ね
い
デ
ジ
タ
ル
平
和
資
料
館
」
を
立
ち
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
市
内
戦
争
遺
産
（
陸
軍
技
術
研

究
所
、
国
民
錬
成
所
等
）
の
デ
ー
タ
や
戦
争
体

験
者
の
記
録
を
映
像
動
画
に
し
て
公
開
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。 

３
月
末
に
審
査
結
果
発
表
が
あ
り
ま
す
。 

（
貫
井
北
町
／
内
田
） 

  

12/22 市と第 2 回「平和事業の市民協働による 
拡充」の話し合い、市の回答に進展なし 

今
こ
そ
対
話
に
よ
る 

平
和
外
交
を
訴
え
ま
す 

12
月
17
日
の
武
蔵
小
金
井
駅
前
「
反
戦
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
東
京
学
生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

学
生
か
ら
の
訴
え
で
す 

武
蔵
小
金
井
駅
ご
通
行
中
の
皆

さ
ん
。
10
月
７
日
、
ガ
ザ
へ
の
無
差

別
攻
撃
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
う
２

か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル

の
地
上
侵
攻
と
ハ
マ
ス
の
激
し
い

抵
抗
に
よ
り
、
12
月
11
日
時
点
の

死
者
は
２
万
人
に
迫
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地

へ
、
一
刻
も
早
い
停
戦
を
声
高
に
叫

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え

私
た
ち
が
紛
争
の
歴
史
を
知
ら
な

い
と
し
て
も
、「
命
を
守
れ
」･･･

こ

の
言
葉
に
言
い
訳
す
る
暇
を
戦
争

は
与
え
て
く
れ
な
い
し
、
そ
の
歴
史

は
人
権
を
損
な
っ
て
い
い
理
由
に

さ
せ
て
は
い
け
な
い
か
ら
で
す
。 

 
 

 
 

（
中
略
） 

 

大
切
な
の
は
、
ど
の
国
か
ら
始
め

た
か
、
何
の
民
族
が
悪
い
の
か
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
人
権
を
尊
重
し
た

選
択
を
示
す
こ
と
で
す
。
意
趣
返
し

を
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ま
で
に
奪

わ
れ
た
命
も
土
地
も
帰
っ
て
き
ま

せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ガザ攻撃の中止と即時停戦に向けた行動をとることを求める意見書 

■米軍横田基地所属の CV22オスプレイの鹿児島県屋久島沖墜落事故に関する意見書 

12 月 21 日に小金井市議会は、「米軍横田基地所属の CV22 オスプレイの鹿児島県屋久島沖墜落事故に

関する意見書」を賛成多数で可決しました。 

また、「ガザ攻撃の中止と即時停戦に向けた行動をとることを求める意見書」を賛成多数で可決しました。 

 

12月小金井市議会で２本の意見書を可決 

 

だ
か
ら
私
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ

マ
ス
の
双
方
に
毅
然
と
「
停
戦
交
渉

せ
よ
」
と
訴
え
ま
す
。
そ
し
て
、
一

方
に
偏
っ
た
軍
事
支
援
や
停
戦
決

議
を
突
っ
ぱ
ね
る
ア
メ
リ
カ
と
、
そ

の
顔
色
伺
い
を
す
る
日
本
政
府
に
、

批
判
を
突
き
付
け
て
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
皆
さ
ん
、
私
た
ち
は
自
ら

の
住
む
こ
の
日
本
で
進
め
ら
れ
て

い
る
軍
事
的
な
動
き
に
も
注
力
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

先
日
の
オ
ス
プ
レ
イ
墜
落
で
、
米

軍
の
設
備
運
用
の
危
険
性
は
着
々

と
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
国
際
緊
張
が
高
ま
る
度
、
国

は
軍
事
費
の
倍
化
や
武
器
購
入
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
こ
そ
対
話
に

よ
る
平
和
外
交
を
訴
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 


